






















































































































点の 150 自治体から比べると 2015 年 8 月時点で
































































で ②「最大限尊重」が 19.1％、 ③「尊重」が
14.9％、④ 「その他」は 0.0％という数値になった。
全体の中で、①「最高規範」を規定した条例数の
推移を時期別に比較した場合、2001 〜 2005 年で
は全体の 38.9％、2006 〜 2007 年に拡大し 65.5％、
2009 年 1 月段階では 66.0％と時代毎に増加して
いる（8）。このように自治基本条例を制定した自
治体で同条例を最高規範と見る自治体は 2009 年
















































































































ち第 5 章「コミュニティ」、第 6 章「議会の役割
と責務」、第 7 章「町の役割と責務」、第 8 章「ま
ちづくりの協働過程」、第 9 章「財政」、第 10 章「評
価」、第 11 章「町民投票制度」、第 12 章「連携」、
第 13 章「条例制定等の手続」、第 14 章「まちづ
くり基本条例の位置付け等」、第 15 章「この条例
の検討及び見直直し」という構成になっている。































































川町自治基本条例第 9 条第 1 項 1 号から 5 号では、
第 1 号、「 審議会等（地方自治法（昭和 22 年法
律第 67 号）第 138 条の 4 第 3 項に規定する執行
機関の附属機関又はこれに類するもので町が定め


























































東京都特別区で見ると新宿区 80 点、文京区 70 点、
中野区 60 点、杉並区 70 点、豊島区 60 点、練馬
区 70 点、足立区 70 点で平均 68，57 点と特別区
の点数は高く、中野区が特別区内では最低水準で
あるが自治基本条例を制定している特例市（春日
部市 60 点、茅ヶ崎市 60 点、甲府市 55 点、大和
市 70 点、太田市 60 点、熊谷市 55 点、小田原市












まず 2004 年 11 月 1 日に中野区田中区長は、大














ント手続（意見募集期間 2005 年 1 月 26 日〜 2
月 15 日）が行われ、これにあわせて 2005 年 2 月
に意見交換会（全 3 回）も開催されている。
こうして中野区自治基本条例は 2005 年 4 月に
施行された。同条例はその後 2011 年、2014 年に
一部改正されている。同条例は、前文、第 1 章（総
則、第 1 条—第 7 条）第 2 章（行政運営、第 8 条—
第 13 条）第 3 章（区民の参加、第 14 条−第 16 条）
第 4 章（区民の合意事項の尊重、第 17 条）第 5
章（条例の位置付け、第 18 条）第 6 章（雑則、


























































































































































































































































































































































なお、中野区自治基本条例は 2011 年 11 月 1 日、2014







(28) 山口道昭『政策法務の最前線』第一法規、2015 年、6 頁。
